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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第39期

第２四半期連結
累計期間

第40期
第２四半期連結
累計期間

第39期
第２四半期連結
会計期間

第40期
第２四半期連結
会計期間

第39期

会計期間

自　平成22年
　　　３月１日
至　平成22年
　　　８月31日

自　平成23年
　　　３月１日
至　平成23年
　　　８月31日

自　平成22年
　　　６月１日
至　平成22年
　　　８月31日

自　平成23年
　　　６月１日
至　平成23年
　　　８月31日

自　平成22年
　　　３月１日
至　平成23年
　　　２月28日

売上高 (千円) 36,078,99538,985,41518,377,10820,533,05277,395,120

経常利益 (千円) 2,640,8462,705,4201,137,3451,389,7096,838,376

四半期(当期)純利益 (千円) 1,071,426778,125 294,671 527,5143,166,294

純資産額 (千円) ― ― 24,304,23426,520,33426,432,756

総資産額 (千円) ― ― 49,097,75654,929,06853,479,319

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,853.272,065.952,043.65

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 97.41 70.75 26.79 47.96 287.88

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 41.5 41.4 42.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,408,52953,361 ― ― 3,998,424

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △224,735△227,825 ― ― △988,061

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,866,772△1,223,070 ― ― △2,230,675

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 22,350,32225,231,90926,630,319

従業員数 (名) ― ― 2,016 2,013 1,958

(注) 1.　売上高には、消費税等は含まれておりません。

2.　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年８月31日現在

従業員数(名)
2,013
(1,943)

(注) 　　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成23年８月31日現在

従業員数(名)
1,409
(1,619)

(注) 　　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 仕入実績

当第２四半期連結会計期間における仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

衣料事業 6,322,794 ―

雑貨事業 1,776,018 ―

その他 26,719 ―

合計 8,125,533 ―

(注)　 金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

衣料事業 16,724,377 ―

雑貨事業 3,771,803 ―

その他 36,872 ―

合計 20,533,052 ―

(注)　 金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

　

　（1）経営成績の分析

　当第２四半期連結会計期間（平成23年６月１日から平成23年８月31日まで）におけるわが国経済は、東日本

大震災ならびにその後の原子力発電所問題による影響からは、徐々に回復の兆しが見られつつあります。

　しかしながら、欧州における金融危機を発端として海外情勢に不安要素が発生し、相対的に大幅な円高と

なったことから、景気回復を遅らせる要因となる恐れが出てきており、依然として厳しい景況感のなかで推移

いたしました。

　小売業界の環境につきましては、震災後の需要回復や夏季電力供給不安からの持ち直しはあったものの、雇

用情勢の悪化や給与所得の伸び悩みなどによって、個人消費意欲は依然として力強さを欠き、全体としては低

調に推移しました。

　衣料小売業界におきましては、雇用情勢や給与所得の伸び悩みなどから、消費意欲は依然として低水準にと

どまり、全般に低調に推移いたしました。

　このような状況の中、当社グループは業態の確立と出店の促進とを積極的に行うとともに、業態変換による

既存店の活性化と不採算店舗の撤退とを推し進め、業容の拡大と経営効率の改善に努めてまいりました。

　衣料事業におきましては、上記のような国内経済環境など、顧客の購買意欲が依然として低い水準にとど

まっている中、積極的なブランドプロモーションを展開するとともに、52週ＭＤの精緻化に努め、機動的な商

品投入によって店頭商品の鮮度を向上させるなどしたほか、出店を9店舗行うなどした結果、売上高は16,724

百万円となりました。

　雑貨事業におきましては、消費者の低価格志向にもマッチしたことなどから売上高は3,771百万円と、引き続

き順調に拡大いたしました。

　以上の結果、当第２四半期連結会計期間における当企業集団の売上高は前年同期比11.7％増の20,533百万円

となりました。

　利益面につきましては、52週ＭＤの精緻化による在庫コントロールを推し進め、売上高総利益率が前年同期

比0.7ポイント改善し、55.3％となりました。営業利益は前年同期比24.7％増加し、1,383百万円となり、経常利

益は、前年同期比22.2％増加し1,389百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間は12店舗を撤退するなどによる固定資産除却損74百万円や減損損失110百万円を

計上するなどで特別損失を194百万円計上するなどした結果、四半期純利益は、前年同期比79.0％増の527百万

円と、増収増益となりました。
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（2）財政状態の分析

（資産）　 

　流動資産は、受取手形及び売掛金が607百万円、商品が539百万円それぞれ増加し、現金及び預金が1,395百

万円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べて243百万円減少しました。 

　固定資産は、建物及び構築物が1,032百万円、その他（有形固定資産）が270百万円それぞれ増加したこと

などにより、前連結会計年度末に比べて1,692百万円増加しました。 

　（負債）　 

　流動負債につきましては、未払法人税等が523百万円減少したことなどにより前連結会計年度末に比べて

587百万円減少しました。 

　固定負債は、資産除去債務が1,110百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べて1,949百万

円増加しました。 

　（純資産） 

　純資産は、利益剰余金の増加等により前連結会計年度末に比べて87百万円増加しました。 

　

（3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第１四半期連結

会計期間末に比べ1,911百万円増加し25,231百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

  営業活動の結果取得した資金は2,062百万円（前年同四半期826百万円）となりました。

　増加の主な要因は、税金等調整前四半期純利益が1,195百万円及びたな卸資産の減少額1,049百万円であ

り、減少の主な要因は、仕入債務の減少額853百万円であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動の結果使用した資金は148百万円（前年同四半期145百万円）となりました。

　増加の主な要因は、差入保証金の回収による収入120百万円であり、減少の主な要因は差入保証金の差入に

よる支出206百万円であります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　財務活動の結果使用した資金は0百万円（前年同四半期513百万円）となりました。

　増加の主な要因は、長期借入れによる収入551百万円であり、減少の主な要因は長期借入金の返済による支

出185百万円、割賦債務の返済による支出285百万円であります。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

（5）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設

等について、完了したものは次のとおりであります。

会社名 事業所 所在地
セグメント
の名称

設備の内容 完了年月日

提出会社

ガリャルダガランテ新宿
店

東京都新宿区 衣料 店舗 平成23年８月

3coinsなんなんタウン店
ほか　計３店舗

― 雑貨 店舗
平成23年６月～
平成23年８月

㈱ナイスクラップ ルクア大阪店 大阪市北区 衣料 店舗 平成23年５月

　

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設等の計画は次のとおりで

あります。

会社名
事業所名

(仮称)
所在地

セグメン

トの名称

設備の

内容

投資予定額(千円) 資金調達

方法
着手年月

完了予定

年月
総額 既支払額

提出会社

ミスティック北千

住店ほか計15店舗　
― 衣料 店舗 577,767 ― 自己資金 平成23年９月 平成24年４月

3coins倉敷店ほか

計８店舗
― 雑貨 店舗 213,614 ― 自己資金 平成23年９月 平成24年３月

㈱ナイスクラップ
岡崎イオンモール

店ほか　計２店舗
― 衣料 店舗 47,504 ― 自己資金 平成23年９月 平成24年３月

　

なお、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 43,200,000

計 43,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年10月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,568,00011,568,000
東京証券取引所
(市場第一部）

単元株式数は50株であります。

計 11,568,00011,568,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年６月１日～
平成23年８月31日

― 11,568 ― 3,181 ― 3,379
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(6) 【大株主の状況】

平成23年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

株式会社スコッチ洋服店 大阪市中央区今橋4丁目1-3 3,517,730 30.41

井　上　隆　太 大阪府豊中市 1,073,334 9.28

BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED STOCK

FUND

40　WATER　STREET, BOSTON　MA　02109

U.S.A.
810,000 7.00

井　上　英　代 大阪府吹田市 460,496 3.98

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目8-11 394,250 3.41

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町2丁目11-3 300,600 2.60

STATE STREET BANK CLIENT
OMNIBUS OM04

338　PITT STREET SYDNEY NSW 2000
AUSTRALIA

292,666 2.53

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目1-2 286,512 2.48

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内2丁目7-1 261,360 2.26

井　上　英　隆 大阪府吹田市 258,518 2.23

計 ― 7,655,466 66.18

(注) 　上記のほか当社所有の自己株式569,522株（4.92％）があります。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）　
　　　　　普通株式　

569,500
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

10,930,400
218,608 ―

単元未満株式 普通株式　 68,100 ― ―

発行済株式総数 11,568,000― ―

総株主の議決権 ― 218,608 ―

(注) 1　「完全議決権株式(その他）」及び「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式がそれぞ

れ450株（議決権９個）及び７株含まれています。

2　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式22株が含まれております。

.　
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② 【自己株式等】

　 　 平成23年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社パル

大阪市中央区北浜三丁目
５番29号

569,500― 569,500 4.92

計 ― 569,500― 569,500 4.92

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成23年
　３月 　４月 　５月 　６月 　７月 　８月

最高(円) 3,2702,6992,7432,6892,7782,760

最低(円) 2,0602,2362,4512,2752,5002,400

(注)　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 役職の異動
　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

専務取締役
（営業本部長）

専務取締役
（営業本部長兼第三事業部長）

小路　順一 平成23年９月１日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成22年６月１日から平成22年８月31日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成22年３月１日から平成22年８月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成23年６月１日から平成23年８月31日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成23年３月１日から平成23年８月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成22年６月１

日から平成22年８月31日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22年８月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成23年６月１日から平成23年８月31日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成23年３月１日から平成23年８月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。　
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 26,078,267 27,473,913

受取手形及び売掛金 4,179,047 3,571,610

商品 3,959,656 3,420,121

その他 972,973 964,911

貸倒引当金 △4,302 △1,876

流動資産合計 35,185,643 35,428,680

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,951,648 3,919,628

その他（純額） 1,720,803 1,450,717

有形固定資産合計 ※
 6,672,451

※
 5,370,346

無形固定資産 42,412 46,679

投資その他の資産

差入保証金 10,168,302 10,073,688

その他 2,992,958 2,699,792

貸倒引当金 △132,700 △139,869

投資その他の資産合計 13,028,560 12,633,612

固定資産合計 19,743,425 18,050,638

資産合計 54,929,068 53,479,319

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,917,984 8,956,908

短期借入金 720,000 700,000

1年内返済予定の長期借入金 1,676,046 1,923,877

未払法人税等 1,324,420 1,847,695

賞与引当金 755,341 735,333

引当金 166,550 389,600

その他 3,851,273 3,445,743

流動負債合計 17,411,616 17,999,158

固定負債

長期借入金 6,086,158 5,787,858

引当金 562,096 516,815

資産除去債務 1,110,239 －

その他 3,238,622 2,742,730

固定負債合計 10,997,117 9,047,404

負債合計 28,408,733 27,046,562
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,181,200 3,181,200

資本剰余金 3,379,452 3,379,452

利益剰余金 17,365,265 17,082,074

自己株式 △1,143,153 △1,142,953

株主資本合計 22,782,764 22,499,773

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △14,339 △21,904

繰延ヘッジ損益 △45,537 －

為替換算調整勘定 △552 △708

評価・換算差額等合計 △60,429 △22,613

少数株主持分 3,798,000 3,955,595

純資産合計 26,520,334 26,432,756

負債純資産合計 54,929,068 53,479,319
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年８月31日)

売上高 36,078,995 38,985,415

売上原価 15,820,199 16,971,607

売上総利益 20,258,796 22,013,808

販売費及び一般管理費 ※
 17,672,074

※
 19,327,853

営業利益 2,586,722 2,685,954

営業外収益

受取利息 4,085 2,904

持分法による投資利益 5,539 11,272

負ののれん償却額 56,800 16,358

受取賃貸料 14,522 11,075

その他 24,817 30,083

営業外収益合計 105,766 71,694

営業外費用

支払利息 46,184 40,389

その他 5,457 11,838

営業外費用合計 51,641 52,228

経常利益 2,640,846 2,705,420

特別利益

関係会社株式売却益 3,064 －

固定資産売却益 837 36

貸倒引当金戻入額 554 －

特別利益合計 4,456 36

特別損失

固定資産除却損 170,962 95,595

減損損失 304,498 129,060

貸倒引当金繰入額 69,000 －

投資有価証券評価損 － 31,576

災害義援金等 － 96,811

災害による損失 － 31,637

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 613,619

その他 5,723 2,414

特別損失合計 550,184 1,000,714

税金等調整前四半期純利益 2,095,119 1,704,742

法人税、住民税及び事業税 1,104,876 1,259,486

法人税等調整額 △93,182 △222,103

法人税等合計 1,011,693 1,037,383

少数株主損益調整前四半期純利益 － 667,359

少数株主利益又は少数株主損失（△） 11,998 △110,766

四半期純利益 1,071,426 778,125
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期連結会計期間
(自 平成22年６月１日
　至 平成22年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成23年６月１日
　至 平成23年８月31日)

売上高 18,377,108 20,533,052

売上原価 8,341,260 9,173,433

売上総利益 10,035,847 11,359,618

販売費及び一般管理費 ※
 8,926,585

※
 9,976,603

営業利益 1,109,262 1,383,014

営業外収益

受取利息 2,160 1,548

持分法による投資利益 3,128 8,187

負ののれん償却額 28,482 8,179

受取賃貸料 7,096 4,129

その他 10,648 13,260

営業外収益合計 51,516 35,304

営業外費用

支払利息 21,361 20,402

その他 2,072 8,207

営業外費用合計 23,433 28,610

経常利益 1,137,345 1,389,709

特別利益

関係会社株式売却益 3,064 －

固定資産売却益 － 36

その他 341 －

特別利益合計 3,406 36

特別損失

固定資産除却損 144,916 74,505

減損損失 240,448 110,435

貸倒引当金繰入額 69,000 －

投資有価証券評価損 － 6,575

その他 5,723 2,791

特別損失合計 460,088 194,307

税金等調整前四半期純利益 680,662 1,195,437

法人税、住民税及び事業税 366,242 583,369

法人税等調整額 24,299 93,189

法人税等合計 390,541 676,559

少数株主損益調整前四半期純利益 － 518,878

少数株主損失（△） △4,550 △8,635

四半期純利益 294,671 527,514
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,095,119 1,704,742

減価償却費 473,859 560,815

減損損失 304,498 129,060

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 613,619

のれん償却額 － 36,047

負ののれん償却額 △56,800 △16,358

持分法による投資損益（△は益） △5,539 △11,272

貸倒引当金の増減額（△は減少） 64,718 △5,331

賞与引当金の増減額（△は減少） △32,244 20,007

その他の引当金の増減額（△は減少） △91,582 △181,768

受取利息及び受取配当金 △4,259 △4,569

為替差損益（△は益） 1,513 875

支払利息 46,184 40,389

有形固定資産除却損 108,321 89,323

売上債権の増減額（△は増加） 132,865 △595,036

たな卸資産の増減額（△は増加） △467,796 △489,238

仕入債務の増減額（△は減少） △2,364,169 △134,465

未払消費税等の増減額（△は減少） △106,403 △181,266

投資有価証券評価損益（△は益） － 31,576

その他 △64,811 277,404

小計 33,472 1,884,556

利息及び配当金の受取額 3,931 3,501

持分法適用会社からの配当金の受取額 － 4,660

利息の支払額 △47,246 △40,170

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,398,687 △1,799,187

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,408,529 53,361

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △168,723 △91,291

有形固定資産の売却による収入 3,741 －

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △152,500 －

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

111,732 5,806

差入保証金の差入による支出 △396,875 △630,896

差入保証金の回収による収入 474,095 606,432

関係会社出資金の払込による支出 △5,400 －

関係会社株式の取得による支出 － △80,000

無形固定資産の取得による支出 △278 －

事業譲受による支出 △44,104 －

子会社株式の追加取得による支出 △4,500 △10,000

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

－ 34,212

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

△39,311 －

その他 △2,611 △62,088

投資活動によるキャッシュ・フロー △224,735 △227,825
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年８月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △488,348 △80,000

長期借入れによる収入 560,234 766,899

長期借入金の返済による支出 △894,345 △716,429

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △50,193 △65,440

割賦債務の返済による支出 △544,996 △579,720

配当金の支払額 △384,515 △494,663

少数株主への配当金の支払額 △64,218 △53,515

その他 △388 △199

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,866,772 △1,223,070

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,513 △875

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,501,550 △1,398,409

現金及び現金同等物の期首残高 25,851,872 26,630,319

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 22,350,322

※
 25,231,909
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期連結会計期間(自　平成23年６月１日　至　平成23年８月31日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年３月１日  至  平成23年８月31日)

1.連結の範囲に関する事項

①　連結の範囲の変更

　第１四半期連結会計期間より、当社の連結子会社である英・インターナショナル株式会社が、株式会社ブ

ランミューデイズの全株式を取得したため、連結の範囲に含んでおります。

②　変更後の連結子会社の数

　　　　12社

 
2.会計処理基準に関する事項の変更

①　「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用　

　第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号　平成20年３月10日公

表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号　平成20年３

月10日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。

　この変更による損益に与える影響はありません。

②　「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（実務対応報告第21号　平成20年３月31日）を

適用しております。これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ56,797千円減

少し、税金等調整前四半期純利益は670,417千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資

産除去債務の変動額は1,049,471千円であります。

③　企業結合に関する会計基準等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26

日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「『研究開発費等

に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基

準」（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平

成20年12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計

基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。
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【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年３月１日  至  平成23年８月31日)

四半期連結損益計算書

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の

用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５

号）の適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示し

ております。

 

　

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年６月１日  至  平成23年８月31日)

四半期連結損益計算書

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の

用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５

号）の適用により、当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示し

ております。

 

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年３月１日  至  平成23年８月31日)

固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末
(平成23年２月28日)

※　有形固定資産の減価償却累計額

　　　　　　　　　　　　　　4,091,861千円

 

　

※　有形固定資産の減価償却累計額

　　　　　　　　　　　　　　3,476,758千円

 

　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
至　平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日
至　平成23年８月31日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　給与手当・賞与　　　　　　5,011,961千円

　　　賞与引当金繰入額　　　　　　677,581千円

　　　賃借料　　　　　　　　　　6,215,138千円

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　給与手当・賞与　　　　　  5,416,464千円

　　　賞与引当金繰入額　　　　 　 755,341千円

　　　賃借料　　　　　　 　　　 6,623,964千円

　

第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成22年６月１日
至  平成22年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年６月１日
至  平成23年８月31日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　給与手当・賞与　　　　　　2,606,300千円

　　　賞与引当金繰入額　　　　　　335,868千円

　　　賃借料　　　　　　　　　　3,164,864千円

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　給与手当・賞与　　　　　　2,849,729千円

　　　賞与引当金繰入額　　　　　　396,027千円

　　　賃借料　　　　　　　　　　3,452,350千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
至　平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日
至　平成23年８月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 23,191,326千円

預入期間が３か月超の定期預金 △841,004千円

現金及び現金同等物 22,350,322千円

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 26,078,267千円

預入期間が３か月超の定期預金 △846,358千円

現金及び現金同等物 25,231,909千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成23年８月31日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成23年３月１日　

至　平成23年８月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 11,568,000

　
　
２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 569,522

　
　
３　新株予約権等に関する事項

 

　　　該当事項はありません。

　

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月26日
定時株主総会

普通株式 494,935 45平成23年２月28日 平成23年５月27日 利益剰余金

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

 

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成22年６月１日  至  平成22年８月31日)

　

　
衣料事業　(千

円)
雑貨事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

14,182,5953,127,5461,066,96618,377,108 ― 18,377,108

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

36,562 ― 53,437 90,000(90,000) ―

計 14,219,1573,127,5461,120,40318,467,108(90,000)18,377,108

営業利益又は営業損失(△) 762,227365,495△20,8411,106,8812,3801,109,262

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分を基準として、商品の種類・性質、商品の製造・仕入の方法によって

区分しております。

２　各事業の主な内容

（1）衣料事業　　　　衣料品の小売(仕入販売）事業ほか

（2）雑貨事業　　　　日用雑貨品の小売(仕入販売）事業

（3）その他の事業　　アクセサリーの販売ほか
　

前第２四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年８月31日)

　

　
衣料事業　
(千円)

雑貨事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

27,720,0026,258,0472,100,94536,078,995 ― 36,078,995

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

73,817 200 79,602153,619（153,619） ―

計 27,793,8196,258,2472,180,54836,232,615（153,619）36,078,995

営業利益又は営業損失（△) 1,767,320815,943△1,3012,581,9624,7602,586,722

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分を基準として、商品の種類・性質、商品の製造・仕入の方法によって

区分しております。

２　各事業の主な内容

（1）衣料事業　　　　衣料品の小売(仕入販売）事業ほか

（2）雑貨事業　　　　日用雑貨品の小売(仕入販売）事業

（3）その他の事業　　アクセサリーの販売ほか

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成22年６月１日  至  平成22年８月31日)

　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

前第２四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年８月31日)

　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自  平成22年６月１日  至  平成22年８月31日)

　　海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

　

前第２四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年８月31日)

　　海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

　

　

　

【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

  平成20年３月21日)を適用しております。

　

１  報告セグメントの概要

当社グループでは、衣料品販売を主たる事業とし、雑貨販売も展開しており、それぞれ包括的な戦略を立

案し、事業活動を展開しております。

　当社グループは業態別のセグメントから構成されており、商品形態及び経済的特徴を考慮した上で集約

し、「衣料事業」及び「雑貨事業」の２つを報告セグメントとしております。これらは、各々について分離

された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に

検討を行う対象となっているものです。

　「衣料事業」は、衣料品の小売（仕入販売）を行っております。「雑貨事業」は、日用雑貨品等の小売（仕

入販売）を行っております。

 

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年８月31日)

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注）1

合計
調整額
(注）2

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）3衣料事業 雑貨事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 31,725,4167,186,23138,911,64873,76738,985,415― 38,985,415

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― 65,30265,302△65,302 ―

計 31,725,4167,186,23138,911,648139,06939,050,717△65,30238,985,415

セグメント利益又は損失
(△）

1,754,044938,2772,692,322△11,2792,681,0434,9112,685,954

(注)　1.「その他」に含まれる事業は、人材派遣業等であります。

 2.セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去額4,911千円であります。

 3.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当第２四半期連結会計期間(自  平成23年６月１日  至  平成23年８月31日)

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注）1

合計
調整額
(注）2

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）3衣料事業 雑貨事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 16,724,3773,771,80320,496,18036,87220,533,052― 20,533,052

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― 32,06032,060△32,060 ―

計 16,724,3773,771,80320,496,18068,93220,565,112△32,06020,533,052

セグメント利益又は損失
(△）

904,645482,4331,387,079△6,5201,380,5592,4551,383,014

(注)　1.「その他」に含まれる事業は、人材派遣業等であります。

 2.セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去額2,455千円であります。

 3.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

当第２四半期連結会計期間(自  平成23年６月１日  至  平成23年８月31日)

「衣料事業」において減損損失を110,435千円計上しております。

　

　
(デリバティブ取引関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成23年８月31日)

デリバティブ取引については、ヘッジ会計を適用しているため、注記を省略しております。

　
(企業結合等関係)

重要性が乏しいため、注記を省略しております。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日)

前連結会計年度末
(平成23年２月28日)

　 　

　 2,065円95銭
　

　 　

　 2,043円65銭
　

　
２  １株当たり四半期純利益金額等

第２四半期連結累計期間
　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 97円41銭
　

１株当たり四半期純利益金額 70円75銭
　

(注)　1. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　2. １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年８月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 1,071,426 778,125

普通株式に係る四半期純利益(千円) 1,071,426 778,125

普通株式の期中平均株式数(株) 10,998,641 10,998,520

　
第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成22年６月１日
至  平成22年8月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年６月１日
至  平成23年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 26円79銭
　

１株当たり四半期純利益金額 47円96銭
　

(注)　1. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　2. １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成22年６月１日
至  平成22年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年６月１日
至  平成23年８月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 294,671 527,514

普通株式に係る四半期純利益(千円) 294,671 527,514

普通株式の期中平均株式数(株) 10,998,597 10,998,489

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社パル(E03387)

四半期報告書

26/28



独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年10月14日

株式会社パル

取締役会　御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　横　井　　康　　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　羽　津　隆　弘　　印

　

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社パルの平成22年３月１日から平成23年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成22

年６月１日から平成22年８月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22年８月31

日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社パル及び連結子会社の平成22年８月

31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成

績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年10月13日

株式会社パル

取締役会　御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　横　井　　康　　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　羽　津　隆　弘　　印

　

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社パルの平成23年３月１日から平成24年２月29日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成23

年６月１日から平成23年８月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年３月１日から平成23年８月31

日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社パル及び連結子会社の平成23年８月

31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成

績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

　
追記情報

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は第１

四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号)及び「資産除去債務に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号)を適用している。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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